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授業改善研修会
外国語活動・外国語

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係

各教科等授業改善プロジェクト

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ
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本日の内容

１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
～「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」 ～

２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を
具現化するために～本日の二つの授業を基に～

本日のまとめ
○単元の課題とつながりのある言語活動を設定する。
〇本時のねらいに沿い、焦点化した発問や問いかけをする。



1.群馬県教育ビジョン



児童生徒が思考する言語活動を授業（単元）の軸にする

外国語活動・外国語科の授業における3つの場面

・・・について伝えてみたい。
この表現で伝わるかな。
この方法でやってみよう。

あまり伝わってなさそうだ。
詳しい説明が必要だな。
この表現で伝えてみよう。

なるほど、そういう表現もあるね。

私の伝えたいこと、
分かってくれた！

内容が分かりやすい。なぜだろう。



１．令和7年度学校教育の指針

～特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント～

外国語活動・外国語科で
特に現れてほしい子供の姿

授業づくりのポイント

言語活動では を繰り返していますか。
試行
錯誤

自己
決定

対話
交流
・

・児童生徒にとって自分事になるような目的や
場面、状況等を明確にした言語活動を設定す
る。

・単元末の具体的な姿に基づいて言語活動に取
り組む様子を見取り、伝える内容や用いる表
現に関する気付きを引き出す発問をする。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況等に応じて既習表現を駆使しなが
ら自分の思いや考えを伝え合っている



長野原町立長野原中学校嬬恋村立東部小学校

アメリカの学生に長野原町について紹介するために、教
科書の本文の学習を参考にしながら、町にあるもの、い
るもの等を伝え合った。

自分が行きたい国について相手に分かってもらえるよう
に、友達や教師、ALTをやり取りし、その国の情報や自
分の思いを伝え合った。

There is /are～.文を正しく用いて、町
にあるもの・場所について伝えることが
できた。

やり取りを通して見付かった自分の課題を
解決するための学習方法を考え、取り組む
ことができた。

追究する過程

本日の授業では･･･
追究する過程



2.「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

全国的な課題

◇コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを明確にした言語活動を設定し
てるが、子供が自分事として活動の目的を意識できていない。

◇言語活動及び言語活動を通して、2つの側面（内容面、言語面）からの指導を
確実に行うことができていない。

興味・関心の
ある題材

単元を通して
活動の目的を意識

言語活動を通した
指導の充実

・適切な言語材料の活用のための指導
・思考・判断して情報を整理し自分の考えなどを

形成、再構築するための指導



毎回、単元の導入（第１時）の授業に悩んでいる…

子供自身が気付いたり、自分で学びを進めることができる授業にしたい…

単元の課題と、新出言語材料の導入と理解の学習、教科書の内容の
学習がつながらず、単元末の課題解決に向かっている感じがしない…

2.「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

先生方の声

単元の課題を教師から提示することが多い…

単元構想・
授業デザイン

教師の関わり
単元の課題

言語活動の設定

目的・場面・状況等の設定を工夫したい…



昨年度の取組（伊勢崎市立赤堀東小学校・赤堀中学校）

ゴールの姿に近づくことができるように、状況に応じた発問や言葉かけを行い、
児童生徒が必要感を持って、自ら学びを進めていけるようにしたい

つかむ過程追究する過程

明確な相手意識、目的意識を持てたことで、児童生徒の主体的な学びにつながった。
既習表現を駆使して、自分の思いや考えを伝え合うことができた。

〇児童生徒にとって自分事になるよう「伝える目的や相手」を明確にした。
○児童生徒の発話の状況に応じて、発問や言葉かけをした。



コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて既習表現を
駆使しながら自分の思いや考えを伝え合っている

・児童生徒にとって自分事になるような目的や場面、状況等を明確にした言語活動を設定する。
・単元末の具体的な姿に基づいて言語活動に取り組む様子を見取り、伝える内容や用いる表現に

関する気付きを引き出す発問をする。

３ 現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

興味・関心のある題材
単元を通して

活動の目的を意識
言語活動を通した

指導の充実

単元構想・
授業デザイン

教師の関わり
単元の課題

言語活動の設定

特に現れてほしい子供の姿

授業づくりのポイント



３ 現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

単元の第1時 児童生徒とともに単元の課題を設定した

コミュニケーションを行う
目的や場面、状況等を把握する

自分事になる

伝えてみたい

伝えられそう
伝えるべき

児童生徒にとって自分事になるような目的や場面、状況等を明確にした言語活動を設定する。
・単元末の具体的な姿に基づいて言語活動に取り組む様子を見取り、伝える内容や用いる表現に

関する気付きを引き出す発問をする。

児童生徒にとって身近、本物、興味・関心、教科書題材との関連から、目的や場面、
状況等を提示し、児童生徒自身が「何をするか」を考えられるようにする



嬬恋東部小学校

３ 現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

アメリカの学生が町に滞在した際の感想を知って、
自分たちに何ができそうか考えた。

長野原には良いところがたくさんあるよ

嬉しい！また来てほしいな。

町紹介をしたら良いんじゃない？

長野原中学校

前単元で日本と世界とのつながりについて高校生
に伝えた際、高校生から感想や質問を伝えられた。
世界にはいろいろな国があるよね。

行ってみたい国はある？

世界のいろいろな
国のことを知るこ
とができそう！

前に発表した国について
もっと調べて伝えたいな

行きたい国があるから
教えてみたいな。

前単元末

第１時

I like Naganohara very much!

I like beautiful nature! I like camping and hiking.

I want to know Japanese culture more. 



３ 現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

単元の課題を設定したものの、各学習過程の学習活動（言語活動）とのつながり
が弱い。

新出言語材料の練習・言語活動・教科書を用
いた学習が別々の学習活動として位置付いて
いて、単元としてのまとまりが弱い。

単元の課題の設定

本日のまとめ
○単元の課題とつながりのある言語活動を設定する。
〇本時のねらいに沿い、焦点化した発問や問いかけをする。

Before

新出言語材料の理解と活用

教科書の内容理解

単元末の言語活動

つかむ

追究する

まとめる

児童生徒は単元のゴールに向かって学習を進めている実感を持てているか。



３ 現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

どうすれば紹介できそう?

参考にできそうなところは？

長野原中学校

本日のまとめ
○単元の課題とつながりのある言語活動を設定する。
〇本時のねらいに沿い、焦点化した発問や問いかけをする。

After

第１時 単元の課題設定・試しの活動・学習計画立案
「何ができるようになりたいか」
「そのためにどのような学習が必要か」

本時のめあて

教科書の本文の学習

友達や先生と伝え合う活動

There is /are～.を使って町に何
があるかを伝えられた。
次はもう少し詳しく伝えたい。

単元のゴール

次時は新たな表現の学習

教科書本文の学習と新出言語材料を活用した
言語活動を教科書の題材や「紹介する」とい
う活動でつなげた。

「教科書本文の学習が単元の課題解決につながる」
ことを実感した。



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

よりよくしたい点を見付ける活動と、「自身の紹介の内容や表現をよりよいもの
にする」ための活動をつなげた。必要感を持って取り組むことができた。

友達や先生とのやり取り

嬬恋東部小学校

見付かった課題の共有 学習方法を選び再度取り組む

教科書の題材や内容・表現等を活用し、単元の課題、追究する過程の学習活動・言語
活動をつなげ、児童生徒が必要感を持ちながら学習を進めることができるようにする

児童と共に決めた評価の視点



単元全体では…

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

興味・関心

次の単元 ２学年 ３学年

単元の課題

日常生活

学校行事

他教科の学習

コミュニケーションを行う
目的や場面、状況等

新出言語材料の理解
と活用

教科書の内容理解

単元末の言語活動

言語活動

言語活動

言語活動

言語活動
（試しの活動）

教科書の題材

単元の課題

単元末の言語活動

単元の課題

単元末の言語活動

表現を知る・慣れる 言語活動

言語活動

言語活動

表現を知る・慣れる 言語活動

言語活動

言語活動

長野原中学校
嬬恋東部小学校

伝える内容に変化を加え、
言語活動を繰り返す



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

Before 言語活動に取り組む前に、教師が本時で児童生徒に使ってほしい表現を
提示し、全体で確認してから児童生徒が活動している。

昨日は〇〇を勉強したよね。
今日はこれらを使って会話しよう。

児童生徒は何を伝えるか（内容）やどのような英語で伝えるか（表現）
を十分に思考しながらコミュニケーションをしているか。

Are you～？
I am ～.
I’m good at～.
I’m a fan of～.

What food do you like？
What color do you like?
When is your birthday?
Can you play～？

友達のことを知るために、これらの質問を
使ってインタビューしよう。

児童生徒にとって自分事になるような目的や場面、状況等を明確にした言語活動を設定する。
単元末の具体的な姿に基づいて言語活動に取り組む様子を見取り、伝える内容や用いる表現
に関する気付きを引き出す発問をする。



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

After 言語活動に取り組む前に、伝えたいことや、そのことを伝えられそうな表現
を児童生徒に問いかけたり、活動と活動の間（中間指導）や本時の振り返り
の際に、児童生徒の発話を紹介している。

前時：修学旅行について、I went to ～.I saw ～.
I ate ～.を使って伝えた。

ペア活動を繰り返す中で、
児童から感想を伝える形
容詞を引き出し、板書し
た。黒板を参考にして伝
えている児童もいた。

嬬恋東部小学校
長野原中学校

学年の先生たちに自分のことをもっと知ってもらうた
めに先生が知らなそうな自分のことを伝えた。

他の聞いている生徒に、
発表した友達の内容のよ
さを尋ねたり、用いてい
る英語表現について全体
で共有した。さらに、教
師は「どのように取り組
んできたか」について発
表生徒に尋ね、その成果
やよさを紹介した。

本日のまとめ
○単元の課題とつながりのある言語活動を設定する。
〇本時のねらいに沿い、焦点化した発問や問いかけをする。



単位時間のねらい

Can-Doリスト
まずは、単元末のゴールの姿の具体（児童生徒の英語）を明確にした。
それを基に、本時のゴールの姿も具体化した。

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

単元目標

単元末の姿（A基準）

本時のゴールの姿

A : Where do you want to go？
B : I want to go to France.
A : Oh, France!
B : Yes. We can eat delicious food.
A : Delicious food? What food?
B : We can eat croissants.   
A : Nice!
B : I like croissants. Do you like croissants?
A : Yes, I do.  
B : Good. And we can see the Eiffel Tower. 
     It’s beautiful.
A : That’s nice.
B : Let’s go to France. 

嬬恋東部小学校 長野原中学校

部分がない場合はB基準

There is a good place in Naganohara.
This is Asobinokichi “NOA”.
There are a lot of tents there.
You can enjoy camping and BBQ.
It’s exciting. And you can go to there by bike.
There is a hot spring near NOA.
It’s Kawarayu Onsen, a famous hot spring in Gunma.
I sometimes go there with my family. 
 You can be relaxed. 

このような内容を英語で発表したり
やり取りできたらいいな。



児童とのやり取りの中で、教師は内容面に焦点を当て、問いかけた。
ALTは言語面に焦点を当てた言葉かけをした。

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

様子を説明したり、それについてどう思うかを伝えたりしてほしい
学習した表現を使って表現できるようになってほしい

How is the Eiffel Tower?

Is it tall?  Is it famous?

Is it delicious?

Do you like croissants?

嬬恋東部小学校

本時は単元の第５時 思考力・判断力・表現力等を高めたい

Where is 〇〇？

Oh, France！Me, too!

You went to France? 

You want to go to France? 



生徒とのやり取りの中で、教師は言語面に焦点を当て、問いかけた。
ALTは内容面に焦点を当てた言葉かけをした。

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

本時は単元の第３時 知識・技能を身に付けてほしい

長野原中学校

There is a ～. There are ～ｓ…. の表現を正しく使えるよ
うになってほしい

Oh, there is “a” shrine in 
〇〇. I don’t know that.

And there are many 

cherry trees.  Nice. I want 

to see them.

There is shrine in 〇〇.

There are many cherry 
tree.

I see. There is a park near 

the station.  What can we 

do there? 



世界のいろいろな国について詳しく知ることが
できるように伝えるんだよね。

既習表現を活用し、やり取りをすることができた。やり取りを通してよりよくし
たい点を見付け、学習方法を考え、取り組むことができた。

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

嬬恋東部小学校

今日のめあてはどうしますか？

Where is 〇〇？ How is 〇〇？
Is it ～？ What can we do?

次の時間はどんな方法で課題を克服できそうかな？

振り
返り

見通し

言語
活動



Your friends want to know more about 
Naganohara.,right?

What do you need for your 
presentation?

教科書の本文を参考に、There is /are～を用いて、町にあるもの・場所について
伝えることができた。

Oh, there is “a”〇〇 near your house.

言語
活動

どうやってできるようになったの？

振り
返り

見通し

本時のゴールの具体（児童生徒の英語）を明確にし、言語活動を通して、内容を深め
たり、使用する英語表現の正しさや適切さに気付けたりする発問や問いかけをする。

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために
長野原中学校



児童生徒が学び方を自ら選択でき、自ら学びを進めていくために

自分事になる

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

児童生徒の思考に沿った教材や教具、活動場所等の学習環境を整える

振り返りで、どのように
学んだのか（学び方）と、
その成果を共有する

環境の構成

友達 JTE ALT ゲストティーチャー
高校生 アメリカの学生…

人も環境の一つ教科書・辞書（紙・デジタル）

録音・録画 情報アクセス

個人・ペア・グループ・フリーで

伝える相手を選ぶ

学習者用端末

・音読が苦手だから家で練習する。
・発音をクロームブックで聞きながら練習した。
・友達に練習で発音を聞いてもらえたから

発表が上手にできた。



エージェンシーを発揮し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じ
て既習表現を駆使しながら自分の思いや考えを伝え合っている子供の姿

本日のまとめ
○単元の課題とつながりのある言語活動を設定する。
〇本時のねらいに沿い、焦点化した発問や問いかけをする。

英語によるコミュニケーションを楽しんでいる
相手に伝えられた、相手のことが分かった喜びを味わっている子供の姿
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